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 ● 教育研究成果の永続的集積・ 

保存・公開 

● 社会への学術成果の還元・貢献、 

説明責任の遂行 

大学にとって・・・ 

コンテンツ

研究者にとって・・・ 

 

の向上（論文の被引用率 UP） 

果の新たな発信ルート 

がちな教育研究成果物の保存書

て 

に論文を検索ができ、 

まで読める 

附

論

印刷物

 

ください ！
    TEL: 

 研究成果物

さまの 

権 の 問 題・・・・・・

作権が著者（共著者）にある場合

著者の意志により公開できます （共著者が

作権が出版社・学協会にある場合

＜＜ご提供いただいたコンテンツに
  
リポジトリ活用 
● 本学で学びたい人への情報提供 

● 大学のブランド力アピール 

 

 のメリット 
 
大阪教育大学

リポジトリ 

登録されたコンテンツは、誰でも、無料で、全文を読むことができるように公開されます。

ogleなどの検索エンジンや、JuNii（国立情報学研究所）やOAIster（世界のリポジトリ一括検索）

のデータベースで一元的に検索できるようになるため、論文が読まれるチャンスが増えます。 

また、一コンテンツごとに唯一・永続的な URL が与えられ、みなさまの教育研究成果を保存

積していく電子書庫としての役割も持っています。  

2007 年 6 月現在、世界では 900 近く、日本では 40 以上の機関リポジトリが公開され、その数

増えています。本学でもリポジトリ公開に向けて、準備を進めています。 
※文書・画像・音楽などコンテンツの種類は問いません。 

※文書の場合には、基本的に PDF ファイルにて公開します。 
・電子メディアを学内便にてお送りください。 

や

終

提

 

・・・・・

 

いる場合は、共著者の許諾が必要）。 

 

ついて、附属図書館にて著作権許諾状況の確認をおこないます＞＞
お問合 せ・送付先: 附属図書館（学務部学術情報課）情報システム係（谷口・上野）
学術雑誌掲載論文 紀要論文 科研報告書   
各種学術報告書 学位論文 図書 会議資料 教材 など 
学内のみなさまが生産された、論文等の教育研究成果物を保存・

積し、インターネットを通じて、学内外に無料で全文を公開するシス

ムです。 
 072-978-3781 / FAX:  072-978-3803  
 

※共著者がいる場合は、あらかじめ共著者の同意確認をお願いします。 

※提供時には、書誌事項（雑誌論文であれば掲載誌名・巻号など）もお知らせください。
登録 
出版社・学協会の許諾があれば公開できます。世界の主要学術出版社・学会の 90%以上のジャーナルが、著者自身の HP

所属機関のサーバから著作を公開すること（セルフ・アーカイブ）を認めています。 

ただし、セルフ・アーカイブを認めているジャーナルでも、そのほとんどが著者最終稿での公開に限るとしています。著者最

稿とは、出版社のレイアウトやロゴが入る前の原稿のことで、著者の手元に最終的に残る原稿のことです。著者最終稿のご

供にご協力をお願いいたします。 

※出版社版の公開を認めている出版社・学会もあります。附属図書館情報システム係までご相談ください。 
リポジトリに論文等のコンテンツを登録いただくには、 

属図書館情報システム係： system2@lib.osaka-kyoiku.ac.jp まで 

文本文の電子ファイルをお送りいただくか(メールに添付)、または、 



「大阪教育大学リポジトリ」
（仮称）

のご紹介

大阪教育大学附属図書館

（学術情報課）

リポジトリ担当



本日お話すること

①「機関リポジトリ」とは？

背景と現状

②どんなメリットがあるのか？

③コンテンツ登録の方法

（先生方のご協力が不可欠です！)



① 「機関リポジトリ」とは？



大阪教育大学内で生産された

教育研究成果を
電子的に収集・保存・発信



機関
＝学術研究機関

リポジトリ(Repository)
＝倉庫・収納庫



無料で本文をオンラインで公開



GoogleやGoogle Scholar
などからも検索可能



コンテンツ

学術雑誌掲載論文 紀要論文

科研報告書 各種学術報告書

学位論文 図書 会議資料 教材

(＊形態は文書、画像、音楽など)



大阪教育大学リポジトリ
＊大阪教育大学内の教育研究成果を集めています



【背景と現状】

雑誌の価格高騰→オープンアクセス運動

世界では９００のリポジトリがあります
(2007.06.06現在）

http://archives.eprints.org/index.php

国内では国立情報学研究所が支援をし、
試験運用も含め46の機関がリポジトリを運用中

「次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業」
http://www.nii.ac.jp/irp/info/list.html

http://www.nii.ac.jp/irp/info/list.html




大阪教育大学では
（平成18年度～）

国立情報学研究所の委託事業に採択され
ています

http://www.nii.ac.jp/irp/info/2006.html

注）『IT戦略研究プロジェクト』（全学事業）の

一環として、試験公開中です 2007年秋

公開予定!
2007年秋

公開予定!



②どんな

メリットがあるのか？



研究者にとって・・・

●新たな研究成果発信ルート

●一元的に検索でき、本文まで読める

●可視性の向上
（論文の被引用率up）

●学術的電子ファイルの確実な保存



大学にとって・・・

●学内の学術情報の一元把握

説明責任の遂行

社会への還元・貢献

●大学の特色をアピール



③コンテンツ登録の方法

～先生方の研究教育支援
のために～

論文をご提供いただいて、

大阪教育大学リポジトリを
充実させていきます。



お問い合わせ先：

『情報システム係担当』

system2@lib.osaka-kyoiku.ac.jp

みなさまのコンテンツを
「大阪教育大学リポジトリ」に
ご登録してみませんか。



【著作権の処理】

①著作権が著者（共著者）にある場合
→著者の意志により登録・公開可能です
（共著者がいる場合、共著者の許諾も必要です）

②著作権が出版社・学協会にある場合

→図書館で、著作権許諾状況の確認を行います



【コンテンツを送る方法】

①コンテンツが電子化されている場合
(PDF・Word・一太郎etc.)

電子メールの添付ファイルにて
→system2@lib.osaka-kyoiku.ac.jp

②CD-RやDVD-Rは
情報システム係にお送りください。または、ご持参ください。

③電子化されていない場合
紙媒体を情報システム係にお送りください。または、ご持参ください。



今後の予定

コンテンツの収集

↓

メタデータの作成

↓

コンテンツの登録・公開

※継続的に行います

今後は，各先生方にご説明差し上げ，ご希望の先生には

論文リストをお渡ししますので，電子ファイルか紙媒体で

お送りください。



今後の開発予定

研究支援として

機関リポジトリから

教員DBへデータ提供機能開発（予定）



学術成果の新しい発信ルートとして

大阪教育大学リポジトリを
ご活用ください！

http://ir.lib.osaka-kyoiku.ac.jp:8080/dspace/

http://ir.lib.osaka-kyoiku.ac.jp:8080/dspace/


ご静聴ありがとうございました。

大阪教育大学附属図書館

（学術情報課）

情報システム係
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